
先
ず
は
、
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
基
軸
に
す
る
べ
き
と
提
示
し
た
「
聖
教
量
」
に
つ
い
て
確
認
し
考
察
す
る
。
次
い
で
、

実
際
に
主
体
的
実
践
と
し
て
取
り
組
ん
だ
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
へ
の
参
列
を
通
し
て
、
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
具

体
的
に
検
討
を
加
え
、
重
要
な
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

要
な
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

実
践
真
宗
学
の
研
究
は
、
そ
の
研
究
領
域
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
関
連
す
る
研
究
分
野
も
拡
大
化
し
、
そ
の
関
係
性
も
深
化
し
つ
つ

あ
る
。
実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
を
研
究
す
る
な
か
、
「
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法
」
・
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
と
名
付
け

（
１
）

て
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
研
究
領
域
の
広
範
な
こ
と
、
関
連
す
る
研
究
分
野
が
拡
大
し
、
そ
の
関
係
性
も
深
化
す
る
な
か
で
、
十

全
に
論
じ
ら
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
。

こ
の
度
の
研
究
に
お
い
て
は
具
体
的
な
主
体
的
実
践
を
通
し
て
研
究
す
る
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
重

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
Ｌ
の
研
究

は
じ
め
に

葛
野
洋
明

一
一
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（
二
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
つ
い
て

実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
を
「
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法
」
・
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
と
名
づ
け
て
検
討
し
て
き
た
。
両

者
の
要
点
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法
」
と
は
、
量
的
調
査
と
質
的
調
査
等
を
用
い
て
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
、
客
観
的
に
分
析
し
て
い

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
と
は
、
研
究
す
る
者
が
主
体
的
に
実
践
し
て
分
析
し
て
い
く
研
究
方
法
と
示
し
た
。
こ
の
主
体
的

な
実
践
を
通
し
て
の
分
析
研
究
に
は
、
客
観
性
や
合
理
性
が
乏
し
く
な
る
と
い
う
脆
弱
さ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
践
真
宗
学
に

お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
聖
教
量
」
を
も
っ
て
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
客
観
性
や
合
理
性
を
持
っ
た
研
究
と
な
り
、
実
践
真
宗
学
に
お

け
る
研
究
方
法
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
た
。
拙
稿
に
お
い
て
は
「
聖
教
量
」
を
基
軸
に
す
る
と
示
し
た
が
、
「
聖
教
量
」
の
特

徴
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

二
○
一
四
（
平
成
二
六
）
年
度
・
真
宗
学
研
究
学
会
に
お
け
る
研
究
発
表
「
実
践
真
宗
学
に
お
け
る
研
究
の
方
法
と
傾
向
と
動
向
」

に
お
い
て
、
「
聖
教
量
」
を
含
む
「
三
量
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
れ
を
承
け
つ
つ
、
「
三
量
」
と
「
聖
教
量
」
に
つ
い
て
基
礎
的
な

内
容
と
関
係
性
な
ど
を
確
認
し
て
研
究
を
深
め
た
い
。

く
研
究
方
法
と
示
し
た
。

（
三
「
三
量
」
の
基
礎
的
な
内
容
に
つ
い
て

「
聖
教
量
」
に
つ
い
て
は
、
「
現
量
」
・
「
比
量
」
と
と
も
に
「
三
量
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
先
ず
は
辞
書
的
な
解
説
か
ら
そ
れ

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

一
、
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
基
軸
に
つ
い
て

一
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ぞ
れ
の
基
礎
的
な
内
容
を
窺
う
。

（
２
）

「
三
量
」
と
は
「
心
心
所
が
所
縁
の
対
境
を
量
知
す
る
相
状
の
差
別
」
と
あ
る
。

「
現
量
」
と
は
、
「
心
が
対
境
を
縁
ず
る
に
、
名
言
・
種
類
等
の
分
別
篝
度
の
心
な
く
、
直
ち
に
境
其
物
の
自
体
に
逼
附
し
て
顕
現

（
３
）

分
明
に
照
了
す
る
こ
と
。
臂
へ
ば
明
鏡
が
像
の
そ
の
ま
ま
を
照
ら
せ
る
が
ご
と
き
を
い
う
。
」
と
あ
る
。

「
比
量
」
と
は
「
心
が
対
境
を
縁
ず
る
に
既
知
の
物
に
比
附
し
て
未
現
前
又
は
未
知
の
物
を
量
知
す
る
を
い
う
。
例
え
ば
煙
の
上
る

（
４
）

を
以
て
火
あ
る
こ
と
を
知
る
が
如
き
是
な
り
。
」
と
あ
る
。

「
聖
教
量
」
と
は
「
正
教
量
ま
た
は
至
教
量
と
も
い
う
。
（
…
中
略
…
）
仏
ま
た
は
仏
弟
子
等
の
聖
教
に
依
っ
て
法
を
量
知
す
る
を

「
聖
教
量
」
と

「
三
量
」
の
「
現
量
」
・
「
比
量
」
・
「
聖
教
量
」
に
共
通
す
る
「
量
」
と
は
、
「
量
知
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
顕
現
分
明
に
照
了
す
る
」

の
意
味
と
見
て
取
れ
る
。
物
事
を
明
瞭
に
量
り
知
る
と
い
う
意
味
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

「
現
量
」
・
「
比
量
」
の
出
拠
と
し
て
は
『
因
明
入
正
理
論
』
が
、
「
聖
教
量
」
の
出
拠
と
し
て
は
『
琉
伽
師
地
論
』
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
原
文
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
『
仏
教
大
辞
彙
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
言
を
基
に
、
読
解
の
便
を
鑑
み
原
文
に
ス

ペ
ー
ス
を
挿
入
し
、
書
き
下
し
を
試
み
た
。

（
５
）

い
う
。
」
と
あ
る
。

『
因
明
入
正
理
論
』

當
知
唯
有
現
比
二
量
此
中
現
量
謂
無
分
別
若
有
正
智
於
色
等
義
離
名
種
等
所
有
分
別
現
現
別
轌
故
名
現
量

言
比
量
者
謂
籍
衆
相
而
観
於
義
相
有
三
種
如
前
已
説
由
彼
爲
因
於
所
比
義
有
正
智
生
了
知
有
火
或
無
常
等

（
６
）

是
名
比
量

ま
さ
に
、
た
だ
現
・
比
の
二
量
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
こ
の
中
、
現
量
と
は
、
謂
く
無
分
別
な
り
。
も
し
正
智
あ
り
て
、
色
等

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
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正
教
量
者
謂
一
切
智
所
説
言
教
或
從
彼
聞
或
随
彼
法
此
復
三
種
一
不
違
聖
言
二
能
治
雑
染
三
不
違
法
相
不
違

聖
言
者
謂
聖
弟
子
説
或
佛
自
説
經
教
展
轌
流
布
至
今
不
違
正
法
不
違
正
義
能
治
雑
染
者
謂
随
此
法
善
修
習
時
能
永

（
７
）

調
伏
貧
愼
癖
等
一
切
煩
悩
及
鯖
煩
悩
不
違
法
相
者
謂
翻
違
法
相
（
…
中
略
…
）
當
知
即
是
不
違
法
相
是
名
正
教

正
教
量
と
は
い
は
く
、
一
切
智
所
説
の
言
教
、
あ
る
い
は
彼
に
従
っ
て
聞
き
、
あ
る
い
は
彼
法
に
随
ふ
、
此
に
ま
た
三
種
あ
り
。

一
に
は
聖
言
に
違
せ
ず
、
二
に
は
能
く
雑
染
を
治
す
。
三
に
は
法
相
に
違
せ
ず
。
聖
言
に
違
せ
ず
と
は
い
は
く
聖
弟
子
の
説
あ
る

い
は
仏
自
説
の
経
教
、
展
転
し
流
布
し
て
今
に
至
る
。
正
法
に
違
せ
ず
、
正
義
に
違
せ
ざ
る
な
り
。
能
く
雑
善
を
治
す
と
い
う
は
、

謂
く
此
法
に
随
て
、
善
く
修
習
す
る
時
、
能
く
永
く
貧
愼
痴
等
の
一
切
の
煩
悩
及
び
随
煩
悩
を
調
伏
す
る
な
り
。
法
相
に
違
せ
ず

と
は
違
法
相
に
翻
ず
る
な
り
。
（
…
中
略
…
）
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
即
ち
こ
れ
法
相
に
違
せ
ず
、
こ
れ
を
正
教
と
名
づ
く
。

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
現
量
」
・
「
比
量
」
・
「
聖
教
量
」
に
つ
い
て
、
辞
書
的
意
味
と
そ
の
出
拠
に
あ
た
る
原
文
を
確
認
し
て
、

特
徴
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
現
量
」
と
は
無
分
別
に
よ
る
、
そ
の
物
事
を
そ
の
物
事
と
し
て
量
知
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
分
別
し
て
名
称
を
も
っ
て
置
き
換
え
る

よ
う
な
こ
と
も
し
な
い
、
そ
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
考
す
る
。

「
比
量
」
と
は
、
因
や
果
か
ら
、
ま
た
既
に
経
験
し
た
こ
と
か
ら
比
し
て
、
未
知
な
る
こ
と
を
量
知
す
る
こ
と
、
比
べ
て
量
り
知
る

と
い
う
こ
と
と
言
え
よ
う
。
『
因
明
入
正
理
論
』
に
あ
る
「
火
」
の
書
は
、
煙
が
あ
る
か
ら
火
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
い
う
こ
と
と
し

の
義
に
於
い
て
、
正

『
瑞
伽
師
地
論
』
巻
一
五

の
義
に
お
い
て
名
種
等
の
所
有
分
別
を
離
れ
現
々
別
に
転
ず
。
故
に
現
量
と
名
づ
く

比
量
と
い
う
は
謂
く
衆
相
に
籍
り
て
義
を
観
ず
。
相
に
三
種
あ
り
。
前
に
已
に
説
く
が
如
し
。
彼
を
因
と
為
す
に
由
り
て
、
所
比

の
義
に
於
い
て
、
正
智
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
。
火
あ
り
、
或
い
は
無
常
等
を
了
知
す
。
是
を
比
量
と
名
づ
く

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
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仏
教
独
自
の
考
え
方
、
用
語
を
牽
強
付
会
し
て
窓
意
的
に
用
い
、
聖
教
の
所
説
に
反
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

教
学
史
上
、
外
的
要
因
へ
の
対
応
や
、
自
ら
主
張
し
た
い
こ
と
の
為
に
、
仏
教
や
真
宗
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
用
語
や
考
え
方
を
、
自

（
８
）

ら
の
都
合
に
合
う
よ
う
利
用
し
て
き
た
こ
と
が
多
々
あ
る
。
そ
れ
は
教
え
を
大
事
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
教
え
に
権
威
を
持
た
せ
、

自
ら
の
意
見
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
度
と
再
び
あ
っ
て
な
な
ら
い
こ
と
と
考
え
る
。

さ
て
、
拙
槁
に
お
い
て
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
は
「
聖
教
量
」
を
基
軸
と
す
る
と
提
示
し
た
が
、
そ
れ
は
仏
教
用
語
を

自
ら
の
得
手
勝
手
な
解
釈
で
、
自
ら
の
理
論
付
け
に
用
い
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
だ
ろ
う
か
。

い
ま
一
度
「
三
量
」
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
る
と
、
同
じ
く
物
を
量
知
す
る
「
三
量
」
と
し
て
『
金
七
十
論
』
に
説
か
れ
る
「
証
量
」

（
９
）

「
比
量
」
「
聖
言
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
金
七
十
論
』
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
以
外
の
思
想
の
な
か
、
い
わ
ゆ
る
数
論
外
道
の
教
義
を
組
織
的
に
叙
述
し
た
名
著
と
い

わ
れ
、
真
諦
三
蔵
が
翻
訳
し
た
書
で
あ
る
。
仏
教
以
外
の
思
想
を
知
る
た
め
に
仏
教
に
お
い
て
も
古
来
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

こ
こ
に
窺
っ
た
「
三
量
」
は
、

説
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

仏
教
独
自
の
考
え
方
、
用
語
↑

て
辞
書
に
は
解
説
さ
れ
て
い
る
。
聖
教
の
な
か
の
書
は
解
り
や
す
い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「
聖
教
量
」
は
仏
所
説
、
仏
弟
子
所
説
に
違
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
仏
所
説
の
「
経
」
、
菩
薩
所
説
の
「
論
」
、
人
師
所

説
の
「
釈
」
に
違
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
能
永
調
伏
實
愼
癖
等
一
切
煩
悩
及
臆
煩
悩
」
と
あ
っ
て
、
三
毒
の
煩
悩
を
治

す
の
で
あ
る
か
ら
、
転
迷
開
悟
の
仏
道
の
上
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

（
三
）
聖
教
量
を
援
用
す
る
こ
と
の
可
否

こ
こ
に
窺
っ
た
「
三
量
」
は
、
出
拠
は
も
と
よ
り
、
転
迷
開
悟
の
仏
道
の
上
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
特
徴
か
ら
、
仏
教
内
の
所

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
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害
に
お
い
て
も
「
三
量
」
に
当
た
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
原
文
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
読
解
の
便
を
鑑
み
改
行
を
施

特
に
「
聖
言
」
（

ど
を
指
し
て
い
る
。
の

し
た
。

と
あ
っ
て
、
「
証
量
」

三
量
を
挙
げ
て
い
る
。

二
は
比
量
。
比
量
は
証
を
も
っ
て
前
と
為
す
。
比
量
に
三
あ
り
、
一
は
有
前
、
二
は
有
余
、
三
は
平
等
。

三
は
聖
言
。
（
…
中
略
…
）
聖
言
は
偏
に
説
く
が
如
し
。
阿
含
は
こ
れ
聖
言
な
り
、
聖
者
は
諸
惑
を
滅
す
。
惑
な
け
れ
ば
妄
語
せ

ず
。
因
縁
不
生
の
故
に
。
（
…
中
略
…
）
聖
教
を
聖
言
と
名
づ
く
と
い
う
は
、
梵
天
及
び
摩
娩
王
所
説
の
四
皮
陀
及
び
正
論
な
り
。

と
あ
っ
て
、
「
証
量
」
は
現
量
に
あ
た
り
「
比
量
」
は
、
未
来
と
過
去
を
現
在
を
知
る
こ
と
と
示
し
、
「
聖
言
」
は
聖
教
に
よ
っ
て
知
る

こ
の
よ
う
に
窺
っ
て
み
る
と
、
「
三
量
」
と
い
う
物
事
を
量
知
す
る
方
法
は
、
転
迷
開
悟
の
仏
道
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の
思
想
の
上

に
も
同
様
な
る
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

他
の
思
想
で
も
用
い
る
方
法
で
あ
る
こ
と
は
、
転
迷
開
悟
の
仏
道
以
外
に
お
い
て
も
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

一
者
証
量
。
証
量
者
。
是
智
従
根
塵
生
不
可
顕
現
。
非
不
定
無
二
。
是
名
証
量
。

二
者
比
量
。
比
量
者
。
以
証
為
前
。
比
量
有
三
。
一
者
有
前
。
二
者
有
餘
。
三
者
平
等
。

三
者
聖
言
。
（
：
．
中
略
…
）
聖
言
者
。
如
偶
説
。
阿
含
是
聖
言
。
聖
者
滅
諸
惑
。
無
惑
不
妄
語
。
因
縁
不
生
故
。
（
…
中
略
…
）
聖

（
皿
）

教
名
聖
言
者
。
如
梵
天
及
摩
娩
王
所
説
四
皮
陀
及
正
論
。

一
は
証
量
、
証
量
と
は
是
知
、
根
塵
に
従
っ
て
生
ず
。
顕
現
す
べ
か
ら
ず
、
不
定
に
あ
ら
ず
二
な
き
な
り
、
こ
れ
を
証
量
と
名
づ

○

く

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

釈
に
着
目
し
た
い
。
「
聖
言
」
と
は
阿
含
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
梵
天
や
摩
娩
王
の
説
く
バ
ラ
モ
ン
教
の
教
え
な

一
一
一



（
四
）
「
三
量
」
の
関
係

「
三
量
」
の
辞
書
的
意
味
と
出
拠
を
確
認
し
、
ま
た
仏
教
以
外
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
「
三

量
」
の
関
係
性
を
窺
っ
て
お
き
た
い
。

前
述
の
『
金
七
十
論
』
の
「
聖
言
」
の
釈
に

聖
言
者
若
捉
証
量
比
量
不
通
此
義
。
由
聖
言
故
是
乃
得
通
。
譽
如
天
上
北
篭
単
越
非
証
比
所
知
。
信
聖
語
故
乃
可
得
知
。

（
、
）

（
．
：
中
略
…
）
如
人
見
黒
雲
。
当
知
必
雨
。
如
見
江
中
満
新
濁
水
。
当
知
上
源
必
有
雨
。

聖
言
は
、
も
し
証
量
と
比
量
と
を
捉
っ
て
通
ぜ
ざ
る
は
、
こ
の
義
聖
言
に
由
る
が
故
に
通
ず
る
こ
と
を
得
。
書
え
ば
、
天
上
と
北

諺
単
越
と
の
ご
と
き
、
証
比
の
所
知
に
非
ず
。
聖
語
を
信
ず
る
が
故
に
、
乃
ち
知
る
こ
と
を
得
く
し
。
（
…
中
略
…
）
人
、
黒
雲

を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
必
ず
雨
を
知
る
べ
き
が
ご
と
し
。
江
中
に
新
し
き
濁
水
の
満
を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
上
源
に
必
ず
雨
の
有
る
こ

い
ま
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
は
、
多
様
な
分
野
と
交
際
し
つ
つ
研
究
す
る
こ
を
想
定
し
て
お
り
、

そ
れ
は
転
迷
開
悟
の
仏
道
に
限
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
研
究
方
法
の
基
軸
に
「
聖
教
量
」
を
置
く
こ
と
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
窺
っ
て

も
、
窓
意
的
で
牽
強
付
会
な
る
大
き
な
誤
り
で
は
な
い
こ
と
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
聖
教
量
」
を
基
軸
と
す
る
場
合
、

研
究
を
実
施
す
る
自
己
自
身
の
宗
教
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
何
を
も
っ
て
聖
教
と
す
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
全
く
異
な
っ

た
分
析
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
最
も
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
言
え
よ
う
。

か
で
あ
る
。

か
し
同
時
に
「
聖
教
量
」
の
基
と
な
る
聖
教
を
何
を
も
っ
て
聖
教
と
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
っ
た
量
知
と
な
る
こ
と
も
明
ら

と
を
知
る
べ
き
が
ご
と
し
。

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

一
一
一
一



と
あ
っ
た
。
黒
雲
を
見
れ
ば
雨
が
降
る
と
か
、
濁
流
を
新
し
く
見
れ
ば
川
上
に
雨
が
降
っ
た
こ
と
を
知
る
と
い
う
よ
う
な
簡
単
に
量
り

知
れ
る
こ
と
で
は
な
い
「
天
上
と
北
篭
単
越
（
須
弥
山
説
に
お
け
る
北
倶
盧
洲
の
こ
と
）
」
に
つ
い
て
、
証
量
や
比
量
で
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
は
「
聖
言
を
信
ず
る
が
故
に
、
知
る
こ
と
を
得
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
仏
教
以
外
の
思
想
の
上
で
の

論
で
あ
る
が
、
現
量
に
あ
た
る
証
量
や
、
比
量
で
知
り
得
な
い
こ
と
は
、
聖
教
量
に
あ
た
る
誓
言
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
り
得
る

と
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
窺
っ
て
み
る
と
、
「
三
量
」
の
関
係
性
は
「
現
量
」
「
比
量
」
に
統
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
現
量
」
「
比
量
」
に
よ

っ
て
量
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
「
聖
教
量
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
聖
教
量
」
は
両
者
に
通

じ
て
そ
の
基
底
と
な
る
べ
き
こ
と
と
言
い
得
よ
う
。

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
転
迷
開
悟
の
仏
道
で
は
な
く
、
実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
と
し
て
提
示
し
た
「
主
体
的
実
践
分
析
方
法
」
に
「
聖

教
量
」
を
基
軸
と
す
べ
き
と
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
誤
り
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

他
の
思
想
で
も
用
い
る
方
法
で
あ
る
こ
と
は
、
転
迷
開
悟
の
仏
道
以
外
に
お
い
て
も
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
同

時
に
「
現
量
」
「
比
量
」
に
通
底
す
る
「
聖
教
量
」
が
何
を
も
っ
て
聖
教
と
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
っ
た
量
知
と
な
る
危
険

性
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
聖
教
量
」
を
基
軸
に
す
る
場
合
、
自
己
自
身
の
宗
教
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
全
く
異
な
っ

（
五
）
「
聖
教
量
」
を
研
究
方
法
の
基
軸
に
す
る
こ
と

あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
「
聖
教
量
」
と
は
「
三
量
」
の
一
つ
で
あ
り
、
同
様
の
考
え
方
が
仏
道
以
外
の
思
想
に
お
い
て
も
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
「
三
量
」
は
「
現
量
」
「
比
量
」
に
統
摂
さ
れ
る
が
、
そ
の
両
者
に
通
じ
る
基
底
が
「
聖
教
量
」
で
あ
っ
た
こ
と
を

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

一
一
一
一
一



主
体
的
な
実
践
を
通
し
て
の
分
析
研
究
に
は
、
客
観
性
や
合
理
性
が
乏
し
く
な
る
と
い
う
脆
弱
さ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
践

真
宗
学
に
お
い
て
は
「
聖
教
量
」
を
も
っ
て
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
客
観
性
や
合
理
性
を
持
っ
た
研
究
と
な
る
と
提
示
し
た
。
そ
の
内

実
は
、
主
体
的
に
実
践
し
て
得
た
デ
ー
タ
が
、
浄
土
真
宗
の
教
義
か
ら
見
て
、
ど
の
よ
う
な
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
の
関
係
性
ま
で
を
分
類
し
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

「
聖
教
量
」
を
基
軸
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
徒
で
あ
る
な
ら
、
仏
所
説
の
「
経
」
、
菩
薩
所
説
の
「
論
」
、
人
師
所
説
の

「
釈
」
を
も
っ
て
量
り
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
「
経
」
「
論
」
「
釈
」
に
文
言
が
あ
る
か
否
か
を
も
っ
て
量
り
知
る
こ

と
で
は
な
い
。
そ
の
言
説
に
説
か
れ
た
と
こ
ろ
の
教
法
を
基
に
、
量
り
知
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
仏
教
に
お
け

る
基
本
的
理
論
を
も
っ
て
、
量
り
知
る
と
い
う
一
面
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
究
極
的
に
は
三
毒
の
煩
悩
を
治
す
と
い

う
転
迷
開
悟
の
仏
道
と
し
て
の
所
説
を
拠
り
処
と
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
自
身
の
転
迷
開
悟
の
仏
道
を
基
本
と
し
て
量

り
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
。

た
分
析
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
最
も
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
承
け
て
、
「
聖
教
量
」
を
実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
の
基
軸
と
す
る
と
い
こ
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

特
に
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
お
い
て
は
、
調
査
研
究
す
る
者
が
主
体
的
に
実
践
し
て
、
分
析
し
研
究
し
て
い
く
方
法
の

こ
と
と
し
、
主
体
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
調
査
分
析
研
究
方
法
で
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
る
と
提
示

ブ
（
》
○

実
践
真
宗
学
は
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
の
「
教
育
目
標
」
に

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
現
代
の
問
題
に
、
よ
り
実
践
的
・
具
体
的
に
対
応
し
う
る
宗
教
の
あ
り
方
、
宗
教
者
と
し
て
の
あ
り
方
に

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

二

四



具
体
的
に
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
を
研
究
す
る
た
め
に
、
他
宗
教
と
の
交
際
を
取
り
上
げ
る
。
主
体
的
な
実
践
と
し
て
は
、

自
ら
の
宗
教
と
は
異
な
る
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
に
参
列
す
る
こ
と
を
も
っ
て
し
、
そ
の
分
析
を
「
聖
教
量
」
を
も
っ
て
行
う
こ
と
で
、

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
最
も
重
要
と
す
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

つ
い
て
教
育
・
研
究
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
求
め
ら
れ
る
宗
教
的
実
践
者
に
相
応
し
い
高
度
専
門
的
な
素
養
の
修

（
翅
）

得
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
あ
る
。
実
践
真
宗
学
は
、
多
種
多
様
な
課
題
が
山
積
し
、
多
く
の
要
求
が
押
し
寄
せ
る
な
か
、
実
践
的
・
具
体
的
に
対
応
で
き
る
宗

教
者
の
あ
り
方
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
実
践
的
・
具
体
的
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
転
迷
開
悟
の
仏
道
と
は
異
な
る
分
野
と
の
交

際
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
仏
道
と
は
異
な
る
分
野
と
の
交
際
に
お
い
て
宗
教
的
実
践
者
と
し
て
実
践
す
る
宗
教
者
と
は
、
他
の
誰
で
も

な
く
自
己
自
身
で
あ
る
。
多
種
多
様
な
分
野
と
交
際
し
つ
つ
、
仏
教
・
浄
土
真
宗
を
自
己
自
身
の
転
迷
開
悟
す
る
仏
道
と
聞
信
し
、
そ

こ
か
ら
量
り
知
る
と
い
う
こ
と
が
「
聖
教
量
」
の
深
意
で
あ
ろ
う
。

自
己
自
身
が
転
迷
開
悟
し
う
る
教
法
を
基
に
、
現
代
社
会
に
生
き
る
自
己
自
身
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
主
体
的
に
実
践
し
分

析
し
て
い
く
の
が
、
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
で
あ
る
。

（
ご
他
宗
教
と
の
交
際

実
践
真
宗
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
現
代
の
問
題
に
取
り
組
む
が
、
そ
の
問
題
の
一
因
に
国
際
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
定
義
は
同
一
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
地
域
、
言
語
、
人
種
、

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

二
、
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
具
体
的
研
究

一

一
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
同
じ
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
な
一
面
も
あ
る
。
例
え
ば
人
権
尊
重
や
平
和
を
希
求
し
、
環
境
問

題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
ど
は
、
国
や
民
族
、
価
値
観
の
同
異
に
関
わ
ら
ず
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
を
共
有
で
き
る
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
。
価
値
観
が
共
有
で
き
る
と
こ
ろ
に
は
、
大
き
な
進
展
や
利
便
性
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
画
一
的
な
価
値
観
の
押
し
つ
け
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
個
個
の
価
値
観
が
無
視
さ
れ
、
苦
悩
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

現
実
に
目
を
向
け
る
と
国
や
民
族
、
言
語
や
文
化
、
宗
教
が
異
な
る
も
の
同
士
が
、
互
い
に
摩
擦
を
強
く
し
、
衝
突
を
繰
り
返
し
、

お
よ
そ
寛
容
的
な
態
度
で
他
者
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
事
実
が
露
呈
し
て
い
る
。

多
様
な
価
値
観
が
混
沌
と
し
て
い
る
中
で
、
画
一
的
な
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の
困
難
さ
と
危
険
性
を
感
じ
ず
に
お
れ
な
い
・

こ
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
個
人
が
他
者
と
相
互
関
係
を
も
っ
て
交
際
す
る
日
々
の
生
活
そ
の

も
の
の
問
題
で
も
あ
る
。
自
ら
の
価
値
観
と
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
も
の
と
の
交
際
に
は
、
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
、
衝
突
を
招
く
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
反
対
に
無
関
心
と
な
り
孤
独
感
の
増
大
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
、
個
人

の
レ
ベ
ル
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
従
来
か
ら
共
有
さ
れ
て
き
た
価
値
観
と
は
異
な
る
も
の
と
の
交
際
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
が
、
現
代

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
現
代
に
生
き
る
者
と
し
て
、
自
己
の
価
値
観
と
他
者
の
価
値
観
が
、
同
じ
で
あ
っ
て
も
異
な
っ
て
い
て
も
、
自
他
共
に
心
豊
か

（
過
）

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
目
指
さ
れ
る
。
他
者
の
多
様
な
価
値
観
を
寛
容
性
を
も
っ
て
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
自
ら

の
価
値
観
も
他
者
に
寛
容
性
を
も
っ
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
、
宗
教
的
実
践
者
の
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

特
に
宗
教
的
実
践
者
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
宗
教
と
は
異
な
る
宗
教
者
と
の
交
際
は
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
言
え
る
。

文
化
、
歴
史
、
宗
教
な
ど
様
々
↑

た
こ
と
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

一
一
一
ハ

尖
宗
教
な
ど
様
々
な
側
面
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
共
有
さ
れ
て
き
た
価
値
観
と
は
異
な
る
も
の
と
の
交
際
が
増
加
し
て
き



宗
教
は
個
人
の
究
極
的
関
心
事
を
究
極
的
に
解
決
す
る
こ
と
に
関
わ
る
の
で
、
他
の
宗
教
を
理
解
し
許
容
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
。
宗
教
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
宗
教
固
有
の
宗
教
儀
礼
が
あ
る
。
宗
教
の
本
質
は
人
智
や
言
語
を
超
え
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
容
易
に
そ
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
し
か
し
宗
教
儀
礼
は
そ
の
宗
教
の
本
質
が
身
体
的
動
作
を
も
っ
て

表
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
理
論
や
背
景
を
知
り
得
な
い
他
宗
教
の
者
に
と
っ
て
も
、
具
体
的
に
体
感
で
き
、
主
体
的
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
実
践
の
一
つ
と
言
え
る
。

主
体
的
に
そ
の
宗
教
儀
礼
の
空
間
に
身
を
置
き
、
宗
教
儀
礼
の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
宗
教
の
世
界
観
や
宗
教
観

な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
国
内
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
と
の
交
際
が
あ
り
、
主
体
的
な
実
践
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
言
葉

が
通
じ
、
文
化
的
に
も
同
根
の
背
景
が
あ
る
よ
り
も
、
国
も
文
化
も
言
語
も
全
く
異
な
る
国
外
に
お
い
て
、
自
ら
の
宗
教
と
は
全
く
異

な
る
宗
教
に
、
予
断
や
偏
向
的
な
情
報
を
持
た
ず
に
参
列
す
る
こ
と
で
、
純
粋
に
そ
の
宗
教
儀
礼
を
体
感
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
研
究
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
で
の
ミ
サ
に
参
列
し
た
主
体
的
な
実
践
を

取
り
上
げ
た
い
。

（
三
主
体
的
実
践
と
し
て
の
「
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
」

主
体
的
実
践
と
し
て
こ
の
度
は
、
二
○
一
五
年
度
「
真
宗
伝
道
学
特
殊
研
究
」
に
お
け
る
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
大
学
に

お
け
る
ミ
サ
へ
の
参
列
を
主
体
的
に
実
践
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

米
国
仏
教
大
学
院
大
学
・
言
豊
言
①
呉
団
巨
号
雪
の
言
島
＄
（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
）
は
、
宗
教
大
学
院
連
合
．
⑦
国
含
胄
①
弓
房
○
一
○
四
ｏ
巴

（
皿
）

ご
凰
○
ロ
（
Ｇ
Ｔ
Ｕ
）
に
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
宗
教
大
学
院
連
合
の
所
属
校
で
あ
る
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
大
学
に
訪
問
し
、

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

一

一

七



ミ
サ
に
は
バ
ー
ク
レ
ー
に
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
な
ど
で
研
究
な
ど
で
訪
れ
て
い
る
、
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
共
和
国
な

ど
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
か
ら
の
信
者
が
参
拝
し
て
い
た
。
ま
た
信
者
が
新
し
く
友
人
を
誘
っ
て
参
拝
し
て
も
い
た
。

こ
の
ミ
サ
に
参
拝
し
て
い
る
者
は
、
皆
が
自
己
紹
介
や
友
人
か
ら
の
紹
介
を
得
て
、
歓
迎
の
言
葉
を
受
け
る
。
教
義
も
文
化
も
歴
史

こ
の
礼
拝
堂
の
様
相
は
、
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
大
聖
堂
と
い
わ
れ
よ
う
な
石
造
り
の
歴
史
あ
る
建
物
で
は
な
い
。
大
学
の
礼
拝

堂
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、
建
物
の
一
部
の
大
き
な
ホ
ー
ル
と
い
う
感
じ
で
、
壁
に
十
字
架
と
イ
エ
ス
ら
し
き
像
が
掲
げ
ら
れ
、
大
き
な

聖
書
が
置
か
れ
て
い
る
程
度
の
様
相
で
あ
っ
た
。

ミ
サ
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
種
々
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
配
布
さ
れ
た
式
次
第
を
拝
見
し
て
も
、
教
義
も
文
化
も
知
ら
ず
、
言
葉
も

通
じ
な
い
者
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
は
判
明
し
な
い
。

具
体
的
に
行
わ
れ
た
行
為
を
通
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
参
拝
し
て
い
る
信
者
の
一
人
が
、
旧
約
聖
書
の
一
節
を
朗

読
し
、
そ
の
内
容
を
神
父
が
説
教
し
、
さ
ら
に
聖
書
の
一
節
を
朗
読
す
る
。
賛
美
歌
を
歌
う
。
洗
礼
を
受
け
て
い
る
信
者
は
パ
ン
と
ワ

イ
ン
を
与
え
ら
れ
る
。
瞑
想
し
参
拝
者
と
共
同
で
祈
祷
す
る
こ
と
な
ど
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
儀
礼
の
意
義
や
、
所
作
の
意
義
な
ど
、
部
外
者
に
は
全
く
何
の
意
味
も
見
い
だ
せ
な
い
。

し
か
し
、
先
ほ
ど
ま
で
は
建
物
の
一
部
で
あ
る
ホ
ー
ル
に
思
え
た
い
た
そ
の
礼
拝
堂
が
、
敬
虐
な
神
父
や
信
者
に
よ
る
宗
教
儀
礼
に

よ
っ
て
、
空
間
の
空
気
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
感
じ
た
。
一
言
も
無
駄
口
を
き
け
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
緊
張
の
な
か
に
も
穏

や
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
ま
さ
に
聖
と
俗
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
非
日
常
の
空
間
と
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
と
な

そ
の
礼
拝
堂
．
（

分
析
を
し
た
い
。

っ
た
。

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
二
八

手
⑦
固
の
己
○
国
シ
勺
国
Ｐ
に
お
け
る
ミ
サ
に
参
列
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
は
参
列
し
た
率
直
な
感
想
を
記
し
て
、
後
に



ま
た
共
同
祈
祷
で
は
、
参
拝
し
て
い
る
信
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
祈
祷
し
た
い
こ
と
を
挙
げ
、
そ
れ
を
参
拝
者
全
員
が
同
じ
言
葉
を
も
っ

て
祈
祷
す
る
。
た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
心
配
さ
れ
て
い
る
難
民
の
こ
と
挙
げ
て
、
全
員
で
祈
祷
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
参

拝
者
が
日
本
か
ら
訪
問
し
て
い
る
私
た
ち
を
指
し
て
、
「
大
き
な
震
災
や
原
子
力
発
電
所
の
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
、
そ
の
日
本
か
ら

訪
れ
た
方
々
に
祈
祷
し
た
い
」
と
申
し
出
て
、
全
員
が
同
じ
言
葉
を
唱
え
て
祈
祷
し
た
。

こ
こ
で
行
わ
れ
た
祈
祷
の
深
意
が
何
か
は
、
信
者
で
な
い
私
た
ち
に
は
解
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
に
身
を
置
い
た
者
が
、
歓
迎
さ

れ
．
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
へ
と
受
け
容
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
は
礼
拝
後
に
聞
き
獲
た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
の
よ
う
に
教
会
の
な
か
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
事
に
す
る
と
い

う
方
針
が
あ
っ
て
、
初
め
て
参
拝
し
た
信
者
や
、
単
な
る
訪
問
者
に
も
歓
迎
の
意
を
表
す
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
信
者
が
行
う
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作
、
た
と
え
ば
脆
く
、
頭
を
垂
れ
る
、
掌
を
組
ん
で
祈
る
、
合
掌
す
る
な
ど
に
は
、
そ
れ
ほ

ど
厳
密
な
決
ま
り
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
敬
い
の
心
を
姿
に
表
現
し
て
い
る
と
も
聞
い
た
。
こ
の
よ
う
な
心
か
ら
現
れ
る
身
体
的
動
作
、

い
わ
ゆ
る
身
業
や
、
聖
書
を
読
み
神
父
が
説
教
し
、
参
拝
者
が
祈
り
の
言
葉
を
口
に
す
る
と
い
う
身
体
的
動
作
い
わ
ゆ
る
口
業
に
あ
た

る
こ
と
が
、
そ
の
場
の
空
気
を
変
え
、
宗
教
的
空
間
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

全
く
何
も
解
っ
て
い
な
い
者
が
、
初
め
て
儀
式
な
ど
に
参
加
し
た
時
に
は
、
何
が
取
り
行
わ
れ
る
か
も
解
ら
ず
、
居
て
も
良
い
場
所

に
あ
っ
て
も
、
居
心
地
が
悪
く
、
心
の
置
き
所
が
な
く
、
安
心
の
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
度
の
ミ
サ
ヘ
の
参
列

も
同
様
の
思
い
を
持
っ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
、
気
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
非
常
に
心
情
的
に

温
か
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
く
異
な
っ
た
宗
教
の
宗
教
的
空
間
に
身
を
置
く
と
い
う
、
主
体
的
実
践
の
一
つ
で
あ
っ
た

も
知
ら
ず
、

を
受
け
た
。

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

言
葉
も
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
場
に
お
い
て
、
日
本
で
仏
教
を
学
ん
で
い
る
私
た
ち
も
漏
れ
な
く
紹
介
さ
れ
、
歓
迎
の
言
葉

一

一

九



気
づ
か
さ
れ
た
。

こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
大
学
に
お
け
る
ミ
サ
ヘ
の
参
列
は
、
自
ら
の
宗
教
で
あ
る
浄
土
真
宗
の
宗
教
儀
礼
に
も
、
様
々

に
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

簡
潔
に
例
示
す
る
と
、
「
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
解
ら
な
い
」
「
専
門
用
語
や
専
門
的
な
背
景
な
ど
の
知
識
が
な
く
、
話
さ
れ
て
い
る

文
脈
が
解
ら
な
い
」
「
単
純
に
言
葉
が
通
じ
な
い
」
等
の
こ
と
か
ら
く
る
、
居
心
地
の
悪
さ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
ら
の
宗
教
で
あ

る
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
危
倶
さ
れ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
初
め
て
参
拝
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
、
従
来
か
ら
執
り
行
わ

れ
て
き
た
宗
教
儀
礼
は
式
次
第
も
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
専
門
的
な
言
葉
や
背
景
の
知
識
が
あ
る
も
の
と
し
て
い
な

か
っ
た
か
、
言
葉
の
伝
わ
り
具
合
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
か
な
ど
、
自
省
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

反
対
に
宗
教
儀
礼
の
も
つ
聖
と
俗
の
交
流
や
、
非
日
常
的
な
空
間
と
時
間
が
持
つ
力
を
実
感
で
き
た
こ
と
は
、
日
常
的
な
浄
土
真
宗

の
宗
教
儀
礼
に
も
同
様
の
力
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
同
じ
ミ
サ
に
参
列
す
る
者
へ
の
歓
迎
の
意
志
表
示
は
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
に
大
き
く
欠
け
て
い
た
こ
と
と

（
三
）
「
聖
教
量
」
を
基
軸
と
し
て

他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
へ
の
主
体
的
実
践
と
は
、
自
己
自
身
の
宗
教
と
は
異
な
る
他
宗
教
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
自
身
の
宗
教
と
異
な
る
他
の
宗
教
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
場
合
、
浄
土
真
宗
の
念
仏
者
で
あ
る
な
ら
、
自
己

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
様
々
に
示
唆
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
主
体
的
実
践
で
あ
る
が
、
短
絡
的
に
こ
の
ま
ま
、
自
ら
の
宗
教
に
お
け

る
宗
教
儀
礼
に
持
ち
込
む
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

と
し
た
い
。
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

○



て
い
る
。
「
偽
の
仏
弟
子
」

こ
の
「
外
教
釈
」
の
結
《

読
み
替
え
が
さ
れ
て
い
る
。

考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
身
を
転
迷
開
悟
せ
し
め
る
浄
土
真
宗
と
い
う
教
法
を
基
盤
と
し
て
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
聖
教
量
」
を
基
軸
と
し
て

『
般
舟
三
昧
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
優
婆
夷
、
こ
の
三
昧
を
間
き
て
学
ば
ん
と
欲
せ
ん
も
の
は
、
乃
至
み
づ
か
ら
仏
に
帰

命
し
、
法
に
帰
命
し
、
比
丘
僧
に
帰
命
せ
よ
。
余
道
に
事
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
天
を
拝
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
鬼
神
を
祠
る
こ

（
略
）

と
を
得
ざ
れ
、
吉
良
日
を
視
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
な
り
。

と
示
し
、
阿
弥
陀
仏
以
外
に
は
不
帰
依
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
一
段
は
引
用
冒
頭
に
釈
尊
の
経
典
に
よ
っ
て
真
偽

（
妬
）

を
明
確
に
判
別
し
、
仏
教
以
外
の
思
想
を
教
え
誠
め
る
と
あ
る
が
、
そ
の
実
は
「
真
の
仏
弟
子
」
に
対
す
る
「
偽
の
仏
弟
子
」
を
誠
め

（
Ⅳ
）

て
い
る
。
「
偽
の
仏
弟
子
」
と
は
、
仏
教
徒
と
名
の
り
な
が
ら
、
そ
の
実
は
仏
教
以
外
の
思
想
「
外
道
」
に
陥
っ
て
い
る
者
を
指
す
。

こ
の
「
外
教
釈
」
の
結
び
に
は
、
『
教
行
証
文
類
』
に
お
け
る
唯
一
の
外
典
の
引
用
が
あ
る
。
そ
の
引
用
は
親
鶯
聖
人
な
ら
で
は
の

浄
土
真
宗
を
開
顕
し
た
親
鶯
聖
人
の
言
説
を
通
し
て
、
浄
土
真
宗
と
は
異
な
る
宗
教
と
関
わ
る
基
礎
的
な
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
一
仏
を
本
尊
と
し
、
帰
依
の
対
象
は
阿
弥
陀
仏
以
外
に
な
い
。
そ
れ
は
、
独
善
的
、
排
他
的
な

こ
と
で
は
な
く
、
自
己
自
身
が
転
迷
開
悟
せ
し
め
ら
れ
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
超
世
無
上
の
本
願
の
外
に
無
し
と
聞
信
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
阿
弥
陀
仏
以
外
を
帰
依
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

「
化
身
土
文
類
」
に
は
「
外
教
釈
」
を
設
け
て

そ
れ
も
ろ
も
ろ
の
修
多
羅
に
よ
っ
て
、
真
偽
を
勘
決
し
て
、
外
教
邪
偽
の
異
執
を
教
誠
せ
ば
、

『
浬
藥
経
』
（
如
来
性
品
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
仏
に
帰
依
せ
ば
、
つ
ひ
に
ま
た
そ
の
余
の
も
ろ
も
ろ
の
天
神
に
帰
依
せ
ざ
れ
」
と
。

略
出

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

一
一
一
一



替
え
を
も
っ
て
窺
う
と
、

「
悲
歎
述
懐
讃
」
に
は

ヨ
河
覗
且
ア
、
一
人
酢
柵
ト
ニ
ニ
ロ
Ｌ
１
Ｖ
ｉ
Ｖ

『
論
語
』
に
い
は
く
、
「
季
路
問
は
く
、
〈
鬼
神
に
事
へ
ん
か
〉
と
。
子
の
い
は
く
、
〈
事
ふ
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
人
い
づ
く
ん
ぞ

（
肥
）

よ
く
鬼
神
に
事
へ
ん
や
〉
」
と
。

と
あ
り
、
通
常
は
「
い
ま
だ
人
に
事
ふ
る
こ
と
を
あ
た
は
ず
、
い
づ
く
ん
ぞ
よ
く
鬼
神
に
事
へ
ん
や
」
と
読
む
と
こ
ろ
を
、
「
人
が
鬼

神
に
つ
か
え
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
」
と
「
不
拝
」
「
不
帰
依
」
を
示
し
て
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
「
外
教
釈
」
に
は
長
文
の
引
用

が
あ
っ
て
、
易
々
と
読
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
意
を
冒
頭
の
「
勘
決
邪
偽
」
の
文
と
、
最
後
の
『
論
語
』
引
用
の
読
み

替
え
を
も
っ
て
窺
う
と
、
阿
弥
陀
仏
以
外
に
は
「
神
祇
不
拝
」
「
不
帰
依
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
「
神
祇
不
拝
」
「
不
帰
依
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
神
祇
を
軽
ん
じ
侮
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
言
え
ば

（
別
）

そ
う
で
は
な
い
。
「
御
消
息
」
に

ま
づ
よ
る
づ
の
仏
・
菩
薩
を
か
ろ
し
め
ま
ゐ
ら
せ
、
よ
る
づ
の
神
祇
・
冥
道
を
あ
な
づ
り
す
て
た
て
ま
つ
る
と
申
す
こ
と
、
こ
の

事
ゆ
め
ゆ
め
な
き
こ
と
な
り
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
え
る
こ
れ
ら
の
言
説
は
、
決
し
て
矛
盾
で
は
な
い
。
こ
の
文
の
後
に

と
示
し
て
、
仏
教
以
吋

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

五
濁
増
の
し
る
し
に
は
こ
の
世
の
道
俗
こ
と
ご
と
く

外
儀
は
仏
教
の
す
が
た
に
て
内
心
外
道
を
帰
敬
せ
り

か
な
し
き
か
な
や
道
俗
の
良
時
・
吉
日
え
ら
ば
し
め
（
田
）

天
神
・
地
祇
を
あ
が
め
つ
つ
卜
占
祭
祀
つ
と
め
と
す

し
て
、
仏
教
以
外
の
外
道
を
帰
敬
し
た
り
天
神
地
祇
を
崇
め
る
こ
と
を
、
悲
し
き
こ
と
と
悲
歎
さ
れ
「
不
帰
依
」
で
あ
る
べ
き
こ
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（
幻
）

と
示
し
て
、
「
不
軽
侮
」
の
理
由
に
は
、
信
心
の
念
仏
者
が
現
生
に
て
獲
る
「
冥
衆
護
持
の
益
」
を
論
拠
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
護

法
善
神
説
に
よ
っ
て
、
弥
陀
一
仏
に
帰
依
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
不
軽
侮
」
と
な
る
と
示
し
て
い
る
。

浄
土
真
宗
の
教
学
史
上
に
お
い
て
は
、
こ
の
他
に
本
地
垂
迩
説
や
本
師
本
仏
説
な
ど
の
諸
説
を
も
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
他
の
諸

仏
、
諸
菩
薩
、
諸
神
祇
の
関
係
が
説
か
れ
る
。

梯
實
圓
［
二
○
一
二
］
に
よ
る
と
、
法
然
聖
人
と
親
鶯
聖
人
に
お
い
て
は
、
護
法
善
神
説
が
用
い
ら
れ
、
仏
・
菩
薩
と
祖
師
の
関

係
を
「
仏
本
人
通
」
と
し
て
説
く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
仏
と
神
祇
の
関
係
を
「
仏
本
神
通
」
と
し
て
の
本
地
垂
遊
説
は
直
接
的
に
は
見

い
だ
せ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
神
祇
は
迷
界
の
衆
生
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
、
仏
と
の
決
定
的
な
相
異
性
を
示
そ
う
と

（
犯
）

さ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
羽
）
（
別
）

ま
た
本
師
本
仏
説
は
、
覚
如
上
人
の
『
口
伝
紗
』
「
開
出
三
身
章
」
や
、
存
覚
上
人
の
『
持
名
紗
』
な
ど
を
承
け
て
、
蓮
如
上
人
の

な
り
。

と
示
し
て
、

諸
仏
・
菩
薩
と
申
す
こ
と
は
、
そ
れ
弥
陀
如
来
の
分
身
な
れ
ば
、
十
方
諸
仏
の
た
め
に
は
本
師
本
仏
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
阿
弥
陀
一

仏
に
帰
し
た
て
ま
つ
れ
ば
、
す
な
は
ち
諸
仏
・
菩
薩
に
帰
す
る
い
は
れ
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
阿
弥
陀
一
体
の
う
ち
に
諸
仏
・
菩
薩
は

（
あ
）

み
な
こ
と
ご
と
く
こ
も
れ
る
な
り
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
祇
が
阿
弥
陀
仏
に
内
在
す
る
と
い
う
説
は
、
親
鶯
聖
人
に
は
見
ら
れ
な
い
説
で
あ
る
。
ま
た
蓮
如
上
人
は

「
本
地
垂
迩
説
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
御
文
章
』
二
帖
目
三
通
に

仏
法
を
ふ
か
く
信
ず
る
ひ
と
を
ば
、
天
地
に
お
は
し
ま
す
よ
ろ
づ
の
神
は
、
か
げ
の
か
た
ち
に
添
へ
る
が
ご
と
く
し
て
、
ま
も
ら

せ
た
ま
ふ
こ
と
に
て
候
へ
ば
、
念
仏
を
信
じ
た
る
身
に
て
、
天
地
の
神
を
す
て
ま
う
さ
ん
と
お
も
ふ
こ
と
、
ゆ
め
ゆ
め
な
き
こ
と
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（
三
）
「
聖
教
量
」
か
ら
の
分
析

こ
の
度
の
研
究
に
お
い
て
は
、
主
体
的
実
践
と
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
ミ
サ
へ
の
参
列
を
取
り
上
げ
た
。
宗
教
儀
礼
へ
の
主
体
的
参
列

で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
仏
教
・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
儀
礼
論
や
、
信
心
獲
得
の
念
仏
者
の
行
業
論
と
し
て
精
級
に
研
究
さ
れ
て
い
る

助
正
論
な
ど
を
詳
し
く
窺
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
論
文
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
の
一
つ
と
し
て

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
主
目
的
で
あ
る
の
で
、
儀
礼
論
や
助
正
論
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
よ
う
な

基
本
的
な
こ
と
だ
け
を
上
げ
て
、
詳
細
な
研
究
は
別
槁
に
譲
る
。

宗
教
儀
礼
は
、
宗
教
の
本
質
が
身
体
的
動
作
を
も
っ
て
表
出
さ
れ
た
も
の
と
述
べ
た
が
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、
本
願
力
回
向
の

（
”
）

信
心
一
つ
に
よ
っ
て
往
生
・
成
仏
決
定
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
真
実
信
心
必
具
名
号
」
と
信
後
に
称
名
へ
と
展
開
す
る
信
後
相
続

宗
教
儀
礼
は
、
宗
教
（

信
心
一
つ
に
よ
っ
て
往
生

の
行
業
に
位
置
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
親
鶯
聖
人
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
説
を
用
い
る
蓮
如
上
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
説
を
蓮
如
上
人
が
説
か
れ
た
時
期
を

詳
細
に
検
討
し
、
親
鶯
聖
人
と
は
異
な
る
時
代
背
景
や
、
宗
主
で
あ
り
教
団
拡
大
と
い
う
固
有
の
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
蓮
如
上
人
の
神
祇
に
関
す
る
教
化
に
つ
い
て
は
、
内
藤
知
康
［
一
九
九
八
］
に
は
「
神
祇
不
帰
依
・
神
祇
不
軽
侮
と
い

（
妬
）

う
一
貫
し
た
姿
勢
が
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

雑
駁
な
概
観
に
過
ぎ
な
い
が
、
浄
土
真
宗
と
い
う
教
法
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
以
外
の
諸
仏
・
諸
菩
薩
・
諸
神
祇
に
関
す
る
基
本
的
姿

勢
が
「
不
帰
依
」
で
あ
り
「
不
軽
侮
」
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

教
義
論
題
「
読
経
意
趣
」
に
お
い
て

名
号
を
称
す
る
略
讃
を
開
い
た
広
讃
で
あ
り
、
信
後
相
続
の
行
業
で
あ
る
称
名
に
随
伴
す
る
も
の
と
し
て
、
仏
徳
讃
嘆
と
報
恩
の

「
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そ
の
信
後
相
続
の
行
業
に
つ
い
て
は
古
来
助
正
論
と
し
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
信
後
相
続
行
に
助
正
の
別
を
見
る
、
弘
願
助

正
説
に
し
て
も
、
一
心
に
体
具
さ
れ
る
五
念
が
相
発
す
る
と
し
て
信
後
相
続
行
に
助
正
の
別
を
見
な
い
、
方
便
助
正
説
に
し
て
も
、
信（羽
）

後
相
続
の
行
業
は
、
往
生
・
成
仏
の
因
行
と
は
し
な
い
報
恩
の
意
許
で
行
う
「
報
恩
行
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
揺
れ
は
な
い
。

い
ま
は
真
宗
儀
礼
論
や
助
正
論
を
論
じ
る
の
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
概
括
的
に
述
べ
る
だ
け
に
留
め
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
阿
弥

陀
仏
を
本
尊
と
し
、
そ
の
教
法
で
あ
る
本
願
名
号
を
聞
信
す
る
と
こ
ろ
に
展
開
す
る
報
恩
の
行
業
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
揺
る
ぎ
が
な

浄
土
真
宗
に
お
け
る
他
宗
教
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
が
「
不
帰
依
」
「
不
軽
侮
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
に
主
体

的
に
参
列
し
て
実
践
し
た
こ
と
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
阿
弥
陀
仏
一
仏
を
本
尊
と
し
、
帰
依
の
対
象
は
阿
弥
陀
仏
以
外
に
な
い
と
す
る
「
不
帰
依
」
と
い
う
視
点
か
ら
窺
う
と
、
他
宗

教
の
宗
教
儀
礼
が
い
か
に
歓
迎
の
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
参
列
し
た
者
の
感
情
に
訴
え
る
、
荘
厳
な
儀
礼
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
ま
浄

土
真
宗
の
念
仏
者
に
お
け
る
、
他
力
の
救
い
に
け
る
報
恩
行
と
位
置
づ
け
る
宗
教
儀
礼
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

反
面
「
不
軽
侮
」
と
い
う
視
点
か
ら
窺
う
と
、
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
は
、
そ
の
宗
教
を
自
ら
の
宗
教
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
そ
の
宗

教
固
有
の
儀
礼
に
対
す
る
位
置
づ
け
の
も
と
、
非
日
常
的
宗
教
空
間
に
お
い
て
時
間
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
人
々

因
行
と
し
、

然
で
あ
る
。

（
犯
）

意
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
宗
教
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
「
読
経
」
に
関
す
る
念
仏
者
の
意
許
は
、
報
恩
の
意
で
あ
り
、
仏
徳
讃
嘆
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

機
受
の
極
要
を
顕
す
第
十
八
願
成
就
文
に
お
い
て
は
信
益
同
時
が
示
さ
れ
て
お
り
、
安
心
門
に
お
い
て
は
称
名
念
仏
一
行
を
往
生
の

困
行
と
し
、
信
一
念
に
往
生
・
成
仏
決
定
の
正
定
聚
に
住
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
信
後
相
続
行
を
報
恩
行
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
当

い
○
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他
宗
教
と
自
ら
の
宗
教
を
並
列
的
に
比
較
し
て
、
他
宗
教
を
「
不
帰
依
」
「
不
軽
侮
」
と
す
る
の
で
は
な
い
。
自
ら
が
阿
弥
陀
仏
一

仏
を
本
尊
と
し
、
他
力
信
心
の
念
仏
者
で
あ
る
こ
と
を
基
点
と
し
て
、
他
宗
教
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
明
ら
か
に
示

し
て
い
る
。
ま
た
親
鶯
聖
人
の
神
祇
観
か
ら
考
察
さ
れ
た
内
藤
知
康
［
一
九
九
三
］
に
は
、

宗
教
的
純
粋
性
は
独
善
性
・
排
他
性
に
陥
り
や
す
い
。
宗
教
的
寛
容
性
の
陥
穿
は
宗
教
的
無
節
操
性
で
あ
る
が
、
宗
教
的
純
粋
性

の
陥
巽
は
独
善
性
・
排
他
性
・
不
寛
容
性
で
あ
る
。
無
節
操
が
寛
容
と
誤
認
さ
れ
、
独
善
的
・
排
他
的
な
不
寛
容
が
純
粋
と
誤
認

さ
れ
る
場
合
が
往
々
に
し
て
起
こ
り
う
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
宗
教
的
純
粋
性
を
保
持
し
つ
つ
、
な
お
排
他
的
な
独
善
性
に
陥
ら

（
瓠
）

な
い
こ
と
は
、
非
常
に
難
事
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
あ
り
、
自
ら
の
宗
教
と
他
宗
教
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
困
難
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

自
ら
が
阿
弥
陀
仏
一
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
で
持
ち
得
る
、
他
宗
教
へ
の
「
不
帰
依
」
「
不
軽
侮
」
の
基
礎
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け

が
各
自
の
究
極
的
関
心
事
を
究
極
的
に
解
決
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
自
ら
の
宗

教
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
宗
教
を
自
ら
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
信
者
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
空
間
で
あ
っ
て
、

他
宗
教
の
者
が
決
し
て
軽
侮
す
る
も
の
で
は
な
い
。

親
鶯
聖
人
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
浄
土
真
宗
と
は
異
な
る
宗
教
と
関
わ
る
際
に
、
最
も
基
礎
と
す
る
こ
と
は
「
不
帰
依
」
「
不
軽
侮
」

で
あ
る
と
確
認
し
た
。
こ
の
「
不
帰
依
」
「
不
軽
侮
」
に
つ
い
て
西
義
人
［
二
○
一
二
］
に
は
、

神
祇
不
拝
は
弥
陀
一
仏
に
帰
依
す
る
念
仏
者
の
立
場
そ
の
も
の
で
あ
り
、
善
神
か
ら
の
護
持
は
信
心
の
念
仏
者
が
現
生
に
獲
る
利

益
で
あ
り
、
神
祇
不
軽
侮
は
そ
れ
ら
善
神
か
ら
の
護
持
に
対
す
る
信
心
の
念
仏
者
の
当
然
の
態
度
で
あ
る
。
ど
こ
を
と
っ
て
も
他

（
鋤
）

力
信
心
と
切
り
離
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
結
び
と
し
た
い
。

と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
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実
践
真
宗
学
の
研
究
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
と
名
づ
け
て
研
究
を
深
め
て
き
た
。
主
体
的
実
践
を
通

し
た
研
究
方
法
に
は
、
客
観
性
や
合
理
性
が
乏
し
く
な
る
脆
弱
さ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
践
真
宗
学
に
お
い
て
は
「
聖
教
量
」

を
基
軸
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
方
法
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
と
窺
っ
て
き
た
。

こ
の
度
の
研
究
で
は
、
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
へ
の
参
列
と
い
う
主
体
的
実
践
を
通
し
て
研
究
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
宗
教

を
明
瞭
に
説
く
聖
教
を
も
っ
て
量
知
す
る
「
聖
教
量
」
を
基
軸
と
し
な
け
れ
ば
、
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
は
、
無
節
操
や
迎

合
、
不
寛
容
な
独
善
や
排
他
に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

特
に
実
践
真
宗
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
宗
教
と
は
異
な
る
分
野
と
の
交
際
に
お
け
る
研
究
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ

の
研
究
に
お
い
て
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
を
用
い
る
に
あ
た
り
、
「
聖
教
量
」
は
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
重
要
な
基
軸

で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
自
ら
の
宗
教
が
確
立
さ
れ
、
他
力
信
心
の
念
仏
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
基
点
に
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
に
お
け
る
最
も
重
要
に
す
る
べ
き
視
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ま
た
反
対
に
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
を
自
ら
の
宗
教
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
と
は
異
な
る
と
し
て
、
関
係
な
い
も
の
と
す
る
だ
け
で
あ
る

な
ら
、
そ
れ
は
宗
教
的
純
粋
性
を
保
つ
と
い
い
な
が
ら
、
独
善
・
排
他
に
陥
り
不
寛
容
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
危
倶
が
あ
る
。

ら
か
と
な
っ
た
。

れ
ぱ
、
他
宗
教
の
宗
教
儀
礼
を
主
体
的
に
実
践
し
て
も
、
感
動
し
た
こ
と
や
、
反
省
せ
し
め
ら
れ
た
点
を
短
絡
的
に
自
ら
の
宗
教
儀
礼

に
混
雑
さ
せ
て
し
ま
う
事
態
も
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
宗
教
的
寛
容
性
と
い
い
な
が
ら
、
無
節
操
や
迎
合
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

ま
と
め
に
か
え
て
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註（
１
）
拙
稿
「
実
践
真
宗
学
に
お
け
る
研
究
方
法
の
研
究
」
『
真
宗
学
』
一
二
九
・
一
三
○
号

（
２
）
龍
谷
大
学
編
纂
『
仏
教
大
辞
彙
』
（
富
山
房
一
九
八
五
年
、
九
版
）
「
三
量
」
の
項
。
三
・
一
七
七
○
頁
、
（
読
解
の
便
を
鑑
み
、
文
字

を
改
め
た
。
以
下
同
じ
・
）

（
３
）
『
仏
教
大
辞
彙
』
「
現
量
」
の
項
。
二
・
二
五
二
頁

（
４
）
『
仏
教
大
辞
彙
』
「
比
量
」
の
項
。
六
・
三
九
四
○
頁

（
５
）
『
仏
教
大
辞
彙
』
「
聖
教
量
」
の
項
。
四
・
二
五
五
三
頁

（
６
）
『
大
正
蔵
』
三
二
・
一
二
頁
中
Ｉ
下

（
７
）
『
大
正
蔵
』
三
○
・
三
五
八
頁
下
’
三
五
九
頁
上

（
８
）
拙
槁
「
『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
証
果
得
益
に
関
す
る
異
義
の
研
究
ｌ
念
仏
者
へ
の
示
唆
の
探
求
ｌ
」
（
『
歎
異
抄
の
教
学
史
的
研
究
』

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
一
七
、
二
○
○
七
年
）
に
お
い
て
、
『
歎
異
抄
』
第
十
八
条
の
歎
異
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

（
９
）
『
仏
教
大
辞
彙
』
「
三
量
」
の
項
。
三
・
一
七
七
一
頁

（
Ⅷ
）
『
大
正
蔵
』
五
四
・
一
二
四
六
頁
上

（
Ⅱ
）
『
大
正
蔵
』
五
四
・
一
二
四
六
頁
上

（
皿
）
文
部
科
学
省
提
出
「
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
の
設
置
の
趣
旨
」

（
過
）
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
宗
制
上
の
前
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
浄
土
真
宗
に
お
け
る
実
践
の

研
究
ｌ
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
宗
制
」
に
よ
る
社
会
貢
献
の
視
座
を
通
し
て
ｌ
」
（
『
眞
宗
研
究
』
五
七
号
、
眞
宗
連
合
學
會
二
○
一
三

年
）
に
お
い
て
論
じ
た
。

（
Ｍ
）
デ
ー
ビ
ッ
ド
松
本
「
宗
教
多
元
社
会
に
お
け
る
仏
教
教
育
神
学
大
学
院
連
合
（
Ｇ
Ｔ
Ｕ
）
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
の
取
り
組
み
と

課
題
」
（
『
京
都
・
宗
教
論
叢
』
第
九
号
、
二
○
一
五
年
、
京
都
・
宗
教
系
大
学
院
連
合
負
‐
の
ご
宛
）
発
行
）
に
は
、

皆
目
①
風
８
邑
国
四
頁
ご
靜
皀
国
四
ご
呉
君
①
解
（
米
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
連
盟
）
、

○
言
Ｈ
ｇ
己
ヨ
ロ
ご
粋
言
ｇ
ｏ
津
言
悪
ｇ
痔
（
米
国
聖
公
会
）
、

ロ
○
日
冒
旨
四
口
の
ｏ
百
○
巳
＆
勺
冨
さ
の
○
ロ
ゴ
］
四
目
Ｑ
弓
宜
①
○
さ
ぬ
】
（
ド
ミ
ニ
コ
会
）
、

］
①
ｍ
昌
庁
の
ｇ
ｏ
ｏ
］
旦
目
言
巳
○
ｍ
目
具
の
四
三
四
口
四
国
ロ
己
ぐ
の
局
凰
昌
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
、

野
ｇ
胃
円
匡
吾
囚
目
目
房
巳
○
蝋
８
－
の
①
日
冒
四
昌
（
ル
ー
テ
ル
教
会
）
、

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究
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野
口
芽
野
言
○
一
旦
詞
①
一
喧
○
ロ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
諸
宗
派
連
合
）
、

慧
邑
甸
国
ｐ
Ｑ
の
８
弓
言
巳
○
四
８
－
静
三
国
画
昌
（
長
老
派
教
会
）
、

聾
閏
Ｒ
墨
信
浮
言
巳
旦
三
三
里
昌
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ズ
ム
）

な
ど
が
三
の
冒
す
閏
浮
き
○
房
と
し
て
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
）
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
（
以
下
、
『
聖
典
全
書
』
と
略
す
）
二
・
二
二
一
頁
、
読
解
の
便
を
鑑
み
、
該
当
箇
所
を
『
註
釈
版
』
か
ら
引

用
す
る
。
以
下
同
じ
。
『
註
釈
版
』
四
二
九
頁

（
坊
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
八
頁
、
『
註
釈
版
』
二
五
六
頁

（
Ⅳ
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
○
四
頁
、
『
註
釈
版
』
二
六
五
頁

（
肥
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
五
三
頁
、
『
註
釈
版
』
四
七
一
頁

（
岨
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
五
二
○
’
五
二
一
頁
、
『
註
釈
版
』
六
一
八
頁

（
別
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
三
四
頁
、
『
註
釈
版
』
七
八
六
頁

（
皿
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
五
頁
、
『
註
釈
版
』
二
五
一
頁

（
〃
）
梯
實
圓
著
「
「
化
身
士
文
類
」
解
説
」
第
三
節
護
法
善
神
説
と
本
地
垂
迩
説
（
『
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
解
説
論
集
』
『
『
教

行
信
証
』
の
研
究
』
第
一
巻
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
監
修
、
二
○
一
二
年
、
五
六
八
’
五
七
一
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
羽
）
『
原
典
版
』
九
五
七
頁
、
『
註
釈
版
』
八
九
八
頁

（
別
）
『
原
典
版
』
一
○
三
六
頁
、
『
註
釈
版
』
一
○
○
○
頁

（
妬
）
『
聖
典
全
書
』
五
・
一
○
○
頁
、
『
註
釈
版
』
一
二
三
頁

（
妬
）
内
藤
知
康
著
「
蓮
如
上
人
の
神
祇
に
関
す
る
教
化
」
（
『
蓮
如
上
人
研
究
ｌ
教
義
篇
’
一
』
一
二
六
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
〃
）
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
○
頁
、
『
註
釈
版
』
二
四
五
頁

（
邪
）
平
成
二
四
年
度
「
読
経
意
趣
」
判
決

（
羽
）
桐
溪
順
忍
「
空
華
徹
の
思
想
」
六
助
正
論
（
『
救
済
の
論
理
』
四
三
五
’
四
三
九
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
別
）
西
義
人
著
「
『
教
行
信
証
』
と
神
祇
観
」
（
『
教
行
信
証
背
景
と
展
開
』
『
『
教
行
信
証
』
の
研
究
』
第
二
巻
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総

合
研
究
所
監
修
、
二
○
一
二
年
、
三
六
三
頁
）

（
別
）
内
藤
智
康
著
「
親
鶯
の
神
祇
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
龍
谷
紀
要
』
一
五
’
一
一
九
九
三
年
、
一
三
頁
）

「
主
体
的
実
践
分
析
研
究
方
法
」
の
研
究

九




